
上

巻

目

次

揺

籃

の

こ

ろ
―

平

和

利

用

の

ス

タ

ー

ト
　
―

"

最

初
"

の
人
た
ち
　

三

飛
び
出
し
た
原
子
力
炉
予
算
　

電
力
経
済
研
の

"勉
強
"
　

学
界
の
足
ぶ

み
　

最
初
の
平
和
利
用
論
―
武
谷
論
文

"

死

の
灰
"
―

第

五
福
竜
丸
事
件
　
一
六

三
度
目
の
被
災
　

"日
本
人
は
原
子
力
ア
レ
ル
ギ
ー
"
　

許
容
量
を
め
ぐ

っ
て

そ

の
前
史
　
二
二

ラ
ジ
オ
・
ア
イ
ソ
ト
ー
プ
の
輸
入
再
開
　

戦
前
の
研
究

て
ん
や
わ
ん
や

の
ス
タ
ー
ト
　

三〇

と
に
か
く
体
制
作
り
　

海
外
調
査
団
の
苦
労
　

研
究
の
方
針
打
ち
出
す

三
原
則

の
誕
生
　

三八



1
　
学
術
会
議

の
平
和
声
明
　

三八

"寝
耳
に
水
"
の
学
界
　

"公
開
、
民
主
、
自
主
"
　

公
開
の
原
則
の
意
味

2
　
原
子
力
三
法
の
成
立
　
四

四

勉
強
し
た

"四
人
の
サ
ム
ラ
イ
"
　

実
現
し
な
か
っ
た
行
政
委
員
会

3
　
日

米
協
定
を
め
ぐ
る
論
争
　

四
八

米
、
濃
縮
ウ
ラ
ン
の
提
供
申
入
れ
　

ア
メ
リ
カ
の
改
正
原
子
力
法
　

機
密

保
護
法
が
必
要
か
　

協
定
の
成
立

原
子
力
委
員
会

の
誕
生
　

五
五

初
代
委
員
の
人
選
　

"
五
年
後
に
原
子
力
発
電
を
"
　

湯
川
さ
ん
の
辞
任

研
究
開
発

の
体
制

を
築

く
　

六
四

1
　

日
本
原
子
力
研
究
所
生
れ
る
　

六
四

研
究
炉
計
画
固
ま
る
　

財
団
法
人
の
設
立
　

敷
地
選
考
の
二
転
、
三
転

東
海
村
に
原
子
力
セ
ン
タ
ー
　

研
究
炉
の
建
設
す
す
む

2
　

原
子
燃
料
公
社

の
設
立
　

八
〇

産

業
界

の
体
制
固
ま

る
　

八
二

1

　

目
本
原
子
力
産
業
会
議
の
発
足
　

八二

三
つ
の
流
れ
　

ホ
プ
キ
ン
ス
の
来
日
　

正
力
さ
ん
の
提
唱
　

第

一
回
ア

イ
ソ
ト
ー
プ
会
議
ひ
ら
く
　

産
業
使
節
団
と
原
子
動
力
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム

日
米
合
同
会
議
と
I
A
E
A
参
加

2
　
原
子
力
産
業
五
グ
ル
ー
プ
の
誕
生
　

九
六

グ
ル
ー
プ
の
結
成
　

技
術
提
携
と
研
究
所
の
整
備
　

赤
字
白
書

原
子
力
発
電

の
早
期

開
発

へ
　
一
〇
三

1

　

コ
ー
ル
ダ
ホ
ー
ル
型

の
導
入
　
一
〇
三

ヒ
ン
ト
ン
卿
の
来
日
　

正
力
―
河
野
論
争
　

日
本
原
子
力
発
電

(株
)
の

設
立
　

剛
構
造
と
柔
構
造
　

安
全
性
の
公
聴
会
開
か
れ
る
　

安
全
性
論

争
が
残
し
た
も
の
　

地
元
茨
城
県
の
動
き

2
　
損
害
賠
償
制
度
の
確
立
　
一
二
一

英
国
か
ら

"免
責
"
の
申
入
れ
　

原
産
に
賠
償
法
委
員
会
　

法
の
根
本
思

想
を
変
え
る
　

法
の
成
立
―
責
任
集
中
と
無
過
失
責
任

摸

索

の
時

代
―

ス

ロ
ー
ダ

ウ
ン

の
波
　
一
二
九

世
界
的
な

ス
ロ
ー
ダ
ウ
ン
　

一三
一

1

　

エ
ネ
ル
ギ
ー
の
主
流
は
石
油
へ
　
一

三
二



2
　
原
子
力
発
電
計
画
の
建
て
直
し
　
一

三
五

3
　
産
業
界
、
学
界
が
積
極
意
見
　
一
四
〇

4
　
前
期
十
年
に
百
万
キ
ロ
ワ
ッ
ト
　
一
四
三

5
　
新
長
期
計
画
の
誕
生
　
一
四
五

6
　

ス
ロ
ー
ダ
ウ

ン
に

"活
"
―
日

米
原
子
動
力
会
議
　
一
四
九

原
研

の
混
迷
深
ま

る
　
一
五
四

1
　
待
遇
改
善
で
ス
ト
、
原
子
の
火
消
え
る
　
一
五
五

2
　
原
研
首
脳
陣
交
代

へ
　
一
五
八

3
　

G
E
社
、
運
転
停
止
を
指
令
　
一
六
一

4
　

「原
研
の
あ
り
方
」
が
論
議
さ
れ
る
　

一六
五

5
　
理
事
長
に
丹
羽
氏
登
揚
　
一
七
〇

6
　

半
均
質
炉
消
え
る
―

「国
産
動
力
炉
」
に
活
路
　
一
七
一

"

金

の
卵
"
を
生
む
放
射
線
化
学
　

一七
六

1
　

産
業
界
か
ら
体
制
づ
く
り
　

一七六

2
　

原
研
に
中
央
研
究
機
構
設
置

へ
　
一
八
〇

3
　
高
崎
研
究
所
が
発
足
　
一
八
五

4
　
研
究
成
果
あ
が
る
―
実
用
に
も
う

一
歩
　
一
八
八

5
　

日
仏
協
力
の
前
進
　
一
九
一

6
　
食
品
照
射
と
殺
菌
実
用
化

へ
　
一
九
四

ア
イ

ソ
ト
ー
プ
利
用

の
発
展
　

一九八

1
　

"
セ
ン
タ
ー
"
構
想

の
芽
生
え
　
一
九
八

2
　
原
産

の
提
唱
―
全
国

一
貫
体
制
　
二
〇
一

3
　
科
技
庁
、
放
同
協
、
原
研
の
三
す
く
み
　

二
〇四

4
　
原
研
に
事
業
部
設
置
で
結
着
　

二
〇六

5
　
国
産
ア
イ
ソ
ト
ー
プ

の
生
産
始
ま
る
　
二
一
二

6
　
目
ざ
ま
し
い
工
業
利
用
の
伸
び
　
二
一
四

7
　
国
際
色
増
す
ア
イ
ソ
ト
ー
プ
会
議
　
二
一
八

"

原
子
力
都
市
"

ヘ
―
東
海
村

の
地
帯
整
備
　
二
二
一

1
　
中
曾
根
委
員
長
の
都
市
構
想
　
二
二
二

2
　
原
産
、
地
元
の
協
力
で
青
写
真
　
二
二
六

3
　
整
備
は
現
行
法
の
ワ
ク
内
で
　
二
二
八



4
　

五
カ
年
計
画
で
実
施
き
ま
る
　
二
三
三

5
　
地
元
の
悲
願
、
水
戸
射
爆
場

の
返
還
　

二三
七

原
子
力
船
時
代

へ
の
胎

動
　

二四
二

1

　
原
子
力
船
研
究
、
事
始
め
　

二四
三

2
　
三
千
四
百
六
十
ト
ン
の
第

一
船
構
想
　

二四
四

3
　
専
門
部
会
は
三
船
種
、
五
船
型
を
答
申
　

二四
七

4
　

六
千
三
百
五
十
ト
ン
、
海
洋
観
測
船
に
か
た
ま
る
　

二
四九

5
　

日
本
原
子
力
船
開
発
事
業
団

の
誕
生
　
二
五
一

6
　

メ
ー
カ
ー
の
入
札
総
辞
退
で
計
画
遅
延
　

二
五四

7
　

八
千
ト
ン
、
特
殊
貨
物
船
に
変
更
　

二
五七

8
　

母
港
、
横
浜
か
ら
下
北

へ
　
二
五
九

9
　
公
募
で

「む
つ
」
と
命
名
　
二
六
二

1

0
　
第

二
船
、
日
独
共
同
研
究

へ
　

二六
五

11
　

原
子
力
船

の
相
互
寄
港
時
代
　
二

六
九

初

の
原
子
力
発
電
所
－

東
海
発
電
所
誕

生
　
二
七
一

1
　

難
工
事
、
五
百
メ
ー
ト
ル
沖
か
ら
取
水
　
二
七
一

2
　
材
料
、
設
計
に
問
題
続
出
　
二
七
九

3
　

つ
い
に
臨
界
―

四
十
年
五
月
四
日
　

二
八二

4
　
待
望

の
営
業
運
転
に
入
る
　
二
八
六

5
　

二
号
炉

へ
貴
重
な
経
験
　

二
八八

原
子

力
発
電

ふ
た
た
び
上
げ
潮

へ
　

二
九〇

1
　
軽
水
炉
の
経
済
性
に
め
や
す
　
二
九
一

2
　

原
産

"原
子
力
発
電
促
進
"
を
要
望
　

二九
四

3
　

総
合

エ
ネ
ル
ギ
ー
部
会
、
原
子
力
に
高
い
評
価
　

二九
七

4
　
電
力
三
社
、

一
号
炉
の
準
備
に
入
る
　

三〇
〇

東
京
電
力
、
福
島
に
敷
地
を
確
保
　

関
西
電
力
、
原
電
と
共
同
で
敷
地
確
保

中
部
電
力
は
芦
浜
か
ら
浜
岡
へ

5
　
第
三
回
ジ

ュ
ネ
ー
ブ
会
議
、
経
済
性
が
焦
点
　
三
一
〇



下
巻
-
新
時
代

へ
向

っ
て
-
目
次

軽
水
炉
の
建
設
と
長
期
予
測
　

三

動
力
炉
開
発

の
ス
タ
ー
ト
　

二
六

核
燃
料
政
策

の
前
進
　

五
七

産
業
共
存

へ
の
努
力
-

立
地
環
境
問
題
　

七
〇

再
処
理
と
プ
ル
ト
ニ
ウ
ム
　

九九

ウ
ラ
ン
資
源

の
確
保
　

一二
五

濃
縮
ウ
ラ
ン
の
調
達
　

一五
〇

原
子
炉
多
目
的
利
用
の
気
運
　

一六九

核
拡
散
防
止
条
約
の
調
印
　

一八
三

地
上
の
太
陽
づ
く
り
-
核
融
合
　

二
〇七

展
望
-

こ
れ
か
ら
の
原
子
力
　

二二
二

別
冊
-
原
子
力
年
表

(
一
九
三
四
-
一
九
七
〇
年
)


